
別記様式第２号

評価機関名 北海道農政事務所

目標値
規準年度から
の増加分

基準年
　　　　年度

１年目 ２年目
目標年
　　　　年度

達成率

生産量（ト
ン）

4.4 0.9 3.5 3.0 2.4 2.4
-122.2%
未達成

低減した労
働時間（h）

366 -41 407 347 340 339

労働時間を
２％低減
（％）

10 10 0 14.7 16.5 16.7
167.0%
達成

（注）成果目標の達成状況欄に達成状況の経過を記載すべき事業にあっては、記載例を参考に列を挿入し、記載するものとする。

労働力を２％低減する目標については、収
穫機械を改良し、軽労化が図られたことに
より達成した。
生産量の目標についてはこれまで地域で
は発生がほとんどなかったキタネコブセン
チュウの被害が発生したため達成しなかっ
た。
センチュウ対策として汚染株を翌年の作付
けに使用しない等を行ったものの、生産量
目標を下回る結果となった。
現状において、作付面積は目標を概ね達
成したものの、適用農薬がないことから、即
効性のある対策には時間がかかる。
今後、培養苗の導入など、有効な対策を行
うことにより、作付面積を維持し、キタネコブ
センチュウの防除に利用可能な農薬が登
録され次第農薬の利用を行うことで、更な
る産地化を目指すこととしている。
事業開始当初には予見できなかった病害
虫の発生による目標（生産量）の未達成で
あり、自然災害等により取組困難と認めら
れることから評価を終了したい。

北海道 名寄市 カノコソウ生産組合 カノコソウ 2019年度
・検討会の開催
・収穫作業機械の改良

持続的生産強化対策事業のうち茶・薬用作物等地域特産作物体制強化促進事業（地域の生産体制強化・需要創出事業）に関する事業評価票

成 果 目 標 の 達 成 状 況
農林水産省生産局、政策統括官、地方
農政局（北海道農政事務所、内閣府沖
縄総合事務局）の評価所見

都道府県名 市町村名 事業実施主体名
対象作物
・畜種名

事業実施
初年度

具体的な
取組内容

成果目標の具体的な内容


